Studies on Hemicellulose from Bamboo Stem [I]. : On Isolation of Hemicellulose and the Sugar Components. by 前川, 英一 & 北尾, 弘一郎
Title竹のヘミセルロースに関する研究(1) : へミセルロースの単離およびその構成糖について
Author(s)前川, 英一; 北尾, 弘一郎








- ミセル ロースの単離 お よびそ の構成糖 について












の海藻類には β1-3結合をふくむものがある2)O 自然界に紘D-キシロース基 だけからなる
簡単なキシランは極めて少なく,これまでに知E,れた例ではエスノミル ト草のキシラ∫ソについて
報告されているにすぎないO大部分の キシランには D-キシロース基と共に L-アラビノ-
ス基,D-グルクロン酸が構成糖成分として存在することが指摘され, それらは側鎖として主
鎖のキシロース基に結合している｡L-アラビノース基は脱離しやすいことなどからフラノー

















実 験 の 部
1.-竹茎から材料の調整 ･










































































た｡これを布でこしとり,氷水に冷却した 1N 塩酸 1E中に懸濁して沈殿物の青みがとれる






- ミセルp-ス0.5gを72%硫酸 10mlに浸漬し,室温 (20-250)にて1時間放置した｡
その後水を加えて4%濃度に希釈し,還流冷却下 6時間加熱して加水分解した｡冷却後,飽和
水酸化バリウムで pH5.5-6.0に調整し,セライ トを通してロ過,残液を水で洗浄, ロ液と
洗液は AmberliteIR120(H型)の樹脂に通して脱塩した後,35-400で減圧下 3mlまで
濃縮した｡これを 3mlに定容としペーパ クーロマ トグラフによる糖定量に供した｡
5. ペーパークロマ トグラフによる糖成分の定量
口紙は東洋口紙 No.51を用い60×15cm の大きさに切り,一方の両端からそれぞれ 1.5cm
のところに線を引き,この部分を Locationguidestrip とした｡他方の一端から 9cm のと




せ, 糖の存在する部分 を切 りとり温水に浸漬して抽出し定容と した｡ (キシロース 25mL

































によって いくらかことなっているO アラビノース :キシロースとして, とうもろこしの茎で
1:17-･20, 小麦のわら1:17,穀類のガム質部分はアラビノース含量が多く2:1のものから
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